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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
２（
秘
書
広
報
室
）

　

東
京
・
両
国
国
技
館
で
七
月

三
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第

二
十
一
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国

大
会
」（
日
本
相
撲
協
会
な
ど

主
催
）
に
森
本
竜り
ゅ
う
じ司
く
ん
（
福

良
小
六
年
）
と
福
岡
翔し
ょ
う
き輝
く
ん

（
八
木
小
五
年
）
が
出
場
し
ま

し
た
。
二
人
は
五
月
五
日
に
あ

っ
た
「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
淡
路
場

所
」（
淡
路
青
年
会
議
所
主
催
）

の
四
年
生
以
上
の
優
勝
者
と
し

て
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

　

三
年
の
部
優
勝
の
島
田
聖せ
い
や也

く
ん
（
神
代
小
）
と
一
年
の
部

優
勝
の
榎
本
柊し

ゅ
う
と都

く
ん
（
同
）

と
共
に
、
七
月
一
日
、
市
長
室

へ
訪
れ
、健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

お
め
で
と
う

交
通
安
全
を
街
頭
で
呼
び
か
け

交
通
事
故
の
発
生
を
叩
き
落
と
せ

　

南
あ
わ
じ
市
交
通
対
策
協
議
会

（
中
田
勝
久
会
長
）
で
は
、
七
月

七
日
、
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

の
一
環
と
し
て
中
山
峠
で
自
動
車

運
転
者
ら
に
対
し
、
交
通
安
全
街

頭
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
今
年
に
入
っ
て
五
件

の
死
亡
事
故
が
発
生
。
過
去
十
年

の
間
で
は
最
悪
の
ペ
ー
ス
で
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

街
頭
啓
発
に
は
警
察
や
交
通
安

全
協
会
、
自
家
用
自
動
車
協
会
の

文
化
を
伝
え
る
灘
地
区
老
人
会

灘
小
学
校
児
童　
短
冊
に
願
い
を
込
め

第
１
回
南
あ
わ
じ
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議

育
て
よ
う
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
と
思
い
や
り

全島一斉清掃みんなで淡路島をきれいに

会
員
ら
約
四
十
人
が
参
加
し
、
辰

美
中
学
校
全
校
生
（
百
十
七
人
）

ら
の
手
書
き
の
交
通
安
全
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
入
っ
た
チ
ラ
シ
な
ど

を
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
「
交
通

事
故
の
発
生
を
叩
き
落
せ
」
と
倭

文
中
学
校
音
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
ら

が
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
同
協
議

会
会
員
ら
と
と
も
に
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

音
楽
部
部
長
の
奥
野
真
未
さ
ん

（
二
年
）
は
「
私
た
ち
の
願
い
が

ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
に
響
け
ば
」
と

交
通
事
故
の
な
い
安
全
な
ま
ち
を

願
っ
て
い
ま
し
た
。

マ
で
、
同
ク
ラ
ブ
の
会
員
十
人
が

全
校
生
四
十
三
人
に
七
夕
飾
り
の

付
け
方
を
指
導
し
た
ほ
か
、
当
時

の
祭
の
様
子
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
「
み
ん
な
健
康

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」「
勉
強
が

得
意
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」
な
ど

の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
短
冊
を
笹

に
付
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
願
い
が
叶
う
よ
う
に

地
元
で
と
れ
た
野
菜
や
果
物
な
ど

　

子
ど
も
た
ち
に
七
夕
行
事
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、七
月
四
日
、

灘
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
内
の
ゆ
づ
る

は
ク
ラ
ブ
が
灘
小
学
校
で
「
七
夕

会
」
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

　

同
小
で
は
、
地
区
の
老
人
ク
ラ

ブ
が
講
師
と
な
り
、
灘
に
伝
わ
る

料
理
や
太
鼓
、
唄
な
ど
を
教
え
る

「
伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
」
を
開

い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
近
年
ま
で
地
区
を
挙
げ

て
行
わ
れ
て
い
た
七
夕
祭
が
テ
ー

　市内の全保育所に園児用パソコンが導入されました。これはパ

ソコンメーカー・日本ＩＢＭ社が社会貢献として全国に提供して

いる一環で、昨年は一部の保育所で導入されていました。

　このパソコンはゲーム性を取り入れながら、子どもたちの創造

力や探究心を引き上げる教育ソフトが多数入っています。

　６月 25日には、このパソコンを保育の中でどのように取り入

れればいいかを学ぶ研修会が行われ、保育士らが受講しました。

　淡路島をみんなの手できれいにする全島一斉清掃が７月 10日に行

われ、多くの方々が参加されました。　

　雨が降りしきる中、住民の方々はポイ捨てされた空き缶やゴミなど

を拾い集めたほか、草刈り機を使い道端や河川の雑草を刈りました。

拾われたゴミなどは各地区の指定された場所に集められ、清掃センタ

ーへ集約。市内全域から可燃約 30トン、不燃約 10トンのゴミが集

まりました。

森
本
竜
司
く
ん
・
福
岡
翔
輝
く
ん
、

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
に
出
場

▲短冊を飾る子どもたち

　

青
少
年
問
題
に
つ
い
て
考
え
、
市

民
の
活
動
目
標
を
掲
げ
る
「
南
あ

わ
じ
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会

議
」
が
七
月
十
五
日
、
西
淡
公
民

館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
関
係
者

約
三
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
連
合
婦
人
会
に
よ

る
青
少
年
非
行
防
止
寸
劇
と
、
南

あ
わ
じ
警
察
署
の
武
田
英
雄
生
活

安
全
課
長
か
ら
市
内
の
犯
罪
数
や

事
例
等
の
報
告
が
あ
り
、
そ
の

後
、
清
原
桂
子
兵
庫
県
理
事
に
よ

り
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

を
目
指
し
て
」
と
題
し
た
講
演
会

が
あ
り
、「
多
く
の
人
間
関
係
を

子
ど
も
た
ち
に
与
え
る
こ
と
が
大

切
。
地
域
で
声
か
け
運
動
を
し
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

講
演
に
続
き
、
芝し
ば
と
し
ひ
ろ

壽
浩
連
合
自

治
会
長
よ
り
決
議
宣
言
が
あ
り
、

青
少
年
健
全
育
成
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
活
動
目
標
を
地
域
を
挙
げ
て
推

進
す
る

こ
と
を

誓
い
合

い
ま
し

た
。

南
あ
わ
じ
市
婦
人
大
会
が
開
催

家
庭
と
地
域
を
支
え
る
女
性
が
集
う

て
れ
ば
」
と
思
い
を
述
べ
、
中
田

市
長
か
ら
も
「
家
庭
・
地
域
を
守

る
存
在
と
し
て
心
強
い
」
と
日
ご

ろ
の
努
力
に
感
謝
を
述
べ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
地
域
婦
人
会
活
動
に

貢
献
し
て
き
た
退
任
役
員
ら
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
式
典
終
了
後

に
は
、
地
区
対
抗
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

連
合
婦
人
会
で
は
、
今
年
四
月

に
県
内
初
め
て
の
聴
覚
障
害
者
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
淡
路
ふ
く

　

南
あ
わ
じ
市
連
合
婦
人
会
（
奥

井
光
子
会
長
）
と
南
あ
わ
じ
市
消

費
者
協
会
（
山
下
富
子
会
長
）
が

発
足
後
初
め
て
合
同
で
、
意
識
高

揚
を
は
か
る
「
南
あ
わ
じ
市
婦
人

大
会
」
が
七
月
十
日
、
西
淡
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
各
地

区
か
ら
二
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

奥
井
会
長
は
「
参
画
と
協
働
の

精
神
で
南
あ
わ
じ
市
を
支
え
ま
し

ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
山
下
会
長

か
ら
も
「
安
全
・
安
心
な
消
費
生

活
へ
地
域
の
人
た
ち
の
お
役
に
た

ろ
う
の
郷
」
の
建
設
に
向
け
て
の

募
金
を
募
る
な
ど
、
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

▲道端のゴミを拾う市民（松帆）

▲後列左から福岡くん、中田市長、森本くん
　前列左から榎本くん、島田くん

①地域がひとつの家庭になって
　『あいさつ』の声かけにつとめます
②子どもの名前を呼んで、にこやかな
　「声かけ」につとめます
③『声かけ』からまちの隅々まで「目
　の届く」雰囲気づくりにつとめます

▲決議宣言をする芝壽浩連合自治会長

全保育所に園児用
パソコンを導入パソコンで創造力と探究心を育てる

　

窪
田
真
也
く
ん
（
福
良
小
４

年
）
が
八
月
二
十
六
日
〜
三
十

日
に
東
京
辰
巳
国
際
水
泳
場
で

行
わ
れ
る
「
第
二
十
八
回
全
国

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技
大

会
」
へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し

た
。
窪
田
く
ん
は
サ
ン
プ
ー
ル

の
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
所

属
、
二
百
メ
ー
ト
ル
個
人
メ
ド

レ
ー
に
出
場
し
ま
す
。

　

七
月
三
日
に
神
戸
市
で
行
わ

れ
た
公
式
記
録
会
で
当
大
会

出
場
の
標
準
タ
イ
ム
（
二
分

五
十
四
秒
五
）
を
突
破
し
、
出

場
を
決
め
た
窪
田
く
ん
。「
大
会

で
は
決
勝
進
出
を
目
指
し
た
い
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

七
月
十
五
日
に
市
長
室
で
、

長
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員

を
務
め
ら
れ
た
壽
圓
秀
美
さ
ん

（
倭
文
）
に
神
戸
地
方
法
務
局

長
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

窪く
ぼ
た
し
ん
や

田
真
也
く
ん
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
に
出
場

壽じ
ゅ
え
ん圓
秀ひ
で
み美
さ
ん
に

　

神
戸
地
方
法
務
局
長
感
謝
状 ▲窪田真也くん

▲パソコンを楽しむ園児たち（広田保育園）

▲盛大に開催された南あわじ市婦人大会

▲交通安全を呼びかける倭文中学校音楽部のメンバーら

を
桐き
り

の
葉
の
上
に
乗
せ
て
お
供
え

を
し
ま
し
た
。


